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高
額
介
護
合
算
療
養
費

制
度
に
つ
い
て

環
境
福
祉
委
員
会

　

療
養
費
制
度
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

　

同
一
世
帯
に
お
い
て
、
医
療

保
険
及
び
介
護
保
険
の
自
己
負

担
の
年
間
合
計
額
が
限
度
額
を
上

回
っ
た
場
合
、
申
請
に
基
づ
き
、
そ

の
超
え
た
額
を
給
付
す
る
制
度
で
あ

り
、
介
護
保
険
の
給
付
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
ほ
か
、

同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
医
療
保
険
が

異
な
る
世
帯
員
の
自
己
負
担
額
は
合

算
し
な
い
な
ど
の
要
件
が
あ
る
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
は
、
医

療
保
険
の
種
類
や
年
齢
、
所
得
区
分

に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
は
、

現
物
給
付
と
な
っ
て
お
り
、
高
額
介

護
合
算
療
養
費
制
度
に
よ
る
助
成
を

受
け
た
場
合
、
重
複
支
給
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
額
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

　

助
成
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
の
収
益
を
財

源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
等
の
活
動
に
必
要
な
施
設

や
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
に
対

し
て
、
二
百
五
十
万
円
を
限
度
に
助

成
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

宮
城
県
が
選
考
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
事
業
採
択
は
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
本
市

か
ら
八
団
体
の
申
請
が
あ
り
、
五
団

体
が
事
業
採
択
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
事
業
採
択
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
等
に
努
め
て
い
る
が
、
採

用
枠
そ
の
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
備
品
等
の
老
朽
化
が
著
し

い
団
体
が
優
先
的
に
助
成
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
団
体
が
助

成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
機
会
を

第
二
回
定
例
会

第
二
回
定
例
会

　

市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
五
日
か
ら
六
月
二
十
二
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
市
長
提
出
議
案
二
十
二
件
、
委
員
会
提
出
議
案
三
件
、

計
二
十
五
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
人
事
案
件
に
つ
い
て

は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
や
補
正
予
算
等
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
、

最
終
日
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
各
委
員
長
が
審
査
内
容
と
結
果
を
報
告
し
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願
に
つ

い
て
は
、
起
立
に
よ
り
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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条
例
や
補
正
予
算
な
ど
二
十
五
件
可
決

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
と
答
弁

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
委
員
会
の
審
査
内
容

捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答 問 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

　

住
吉
跨
線
橋
の
耐
震
補
強
工

事
に
つ
い
て
伺
う
。

　

跨
線
橋
の
橋
脚
部
分
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
立
て
補
強

す
る
と
と
も
に
、
橋
桁
と
橋
脚
を

チ
ェ
ー
ン
で
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
落
橋
防
止

工
事
で
あ
る
。

　

現
在
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
中
埣

橋
石
巻
大
橋
伊
原
津
一
丁
目
線
内
に
、

中
埣
橋
、
清
水
跨
線
橋
、
住
吉
跨
線

橋
、
石
巻
大
橋
の
四
つ
の
橋
梁
が
あ

り
、
清
水
跨
線
橋
の
耐
震
補
強
工
事

の
完
了
後
、
住
吉
跨
線
橋
の
工
事
を

施
工
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
残

る
橋
梁
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
。

　

な
お
、
国
及
び
県
で
管
理
す
る
橋

梁
等
の
耐
震
補
強
工
事
の
状
況
に
つ

い
て
も
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
更
に
、
国
及
び
県
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

答 問 橋
梁
等
の
耐
震
補
強

に
つ
い
て

建

設

委

員

会

問

助成金で整備した備品等
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産
経
教
育
委
員
会

消
費
生
活
相
談
員
に
つ
い
て

　

相
談
員
の
増
員
に
つ
い
て
伺

う
。

　

　

相
談
件
数
の
比
較
で
は
、
平

成
十
九
年
度
の
千
百
五
十
四
件

に
対
し
、
平
成
二
十
年
度
は
千
六
十

八
件
と
、
若
干
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
重

債
務
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
、
複
雑

で
、
個
別
指
導
に
時
間
を
要
す
る

ケ
ー
ス
が
全
体
の
四
割
強
を
占
め
る

状
態
に
あ
る
ほ
か
、
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
に
直
接
来
所
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
々
の
た
め
に
、
地
域
に
出
向
い

て
啓
発
活
動
事
業
を
行
う
た
め
、
相

談
員
を
増
員
す
る
な
ど
し
て
、
体
制

を
整
備
す
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
に
対
す
る
啓
発
事
業
と

し
て
、
出
前
講
座
を
強
化
す
る
ほ
か
、

家
庭
用
電
話
機
に
貼
る
注
意
を
喚
起

す
る
た
め
の
シ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問答

住吉跨線橋

６
月
５
日　

本
会
議

開
会
、
所
信
表
明
、

提
案
理
由
説
明

　
　

８
日　

本
会
議

条
例
案
、
予
算
案
等

審
議
〜
委
員
会
付
託

　
　
　

日　

委
員
会　

１０

総
務
企
画
委
員
会　

環
境
福
祉
委
員
会　

　
　
　

日　

委
員
会　
　
　
　

１１

建
設
委
員
会　
　
　

産
経
教
育
委
員
会　

　
　
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１６

　
　
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１７

　
　
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１８

　
　
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１９

　
　
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問
、

２２

委
員
長
報
告
、
追
加

議
案
審
議
、
閉
会

第
二
回
定
例
会
の

審　

議　

日　

程

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

▼
町
の
区
域
を
あ
ら
た
に
画
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

渡
波
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
に
伴
い
、
事
業
区
域
内
の
渡
波

字
不
動
下
、
同
字
旭
ヶ
浦
の
各
一
部
、

流
留
字
新
堤
下
の
全
部
及
び
同
字
原
、

同
字
垂
水
の
各
一
部
の
区
域
を
「
新

成
一
丁
目
か
ら
新
成
三
丁
目
」
の
区

域
と
し
て
あ
ら
た
に
画
す
る
も
の
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
関
連
五

議
案
）

　

教
職
員
用
（
２
）、
小
学
校
教
員
用
、

中
学
校
教
員
用
、
職
員
用
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
等
の
購
入

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す

る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

る
条
例

▼
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例〔

原
案
可
決
〕

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
水
産
物

地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
漁
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

〔
原
案
可
決
〕

▼
宮
城
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

▼
宮
城
県
市
町
村
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
つ
い
て

▼
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

〔
原
案
可
決
〕

▼
石
巻
市
企
業
立
地
促
進
等
に
係
る

同
意
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

　

「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
産

業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
く
、
食
品
関
連
産

業
等
の
基
本
計
画
を
宮
城
県
及
び
関

連
市
町
村
と
共
同
で
策
定
し
、
国
の

同
意
を
得
た
こ
と
に
伴
い
、
同
計
画

に
定
め
る
集
積
区
域
（
同
意
集
積
区

域
）
に
お
け
る
立
地
（
進
出
）
企
業

に
対
す
る
優
遇
措
置
と
し
て
、
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
を
行
う
た
め
制

定
す
る
も
の
。

▼
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の

振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
石
巻
市
固
定
資
産
税
の
不
均

一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
石
巻
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
石
巻
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
石
巻
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

市
長
提
出
議
案
と

審

議

結

果

条　
　
　

例

予　
　
　

算

そ　

の　

他

〔
原
案
可
決
〕

▼
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め

る
意
見
書

▼
中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を
必
要
経

費
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

委
員
会
提
出
議
案
と

審

議

結

果
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▼
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮

称
）」の
速
や
か
な
制
定
に
関
す
る

意
見
書

　

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員

の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
選
挙
が

行
わ
れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
次
の

方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
】

　
　

▼ 
佐 　
 
藤 　
 
忠 　
 
之 　
氏

さ 

と
う 

た
だ 

ゆ
き

　
　

▼ 
佐 　
 
藤 　
　
　
 
勲 　
氏

さ 

と
う 

い
さ
お

　
　

▼ 
石 　

い
し

 
田 だ　
 
邦 　
 
子 　
氏

く
に 

こ

　
　

▼ 
永 　
 
沼 　
 
清 　
 
徳 　
氏

な
が 

ぬ
ま 

き
よ 

の
り

【
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
】

　
　

▼ 
後 　
 
藤 　
 
正 　
 
孝 　
氏

ご 

と
う 

せ
い 

こ
う

　
　

▼ 
相 　
 
澤 　
 
良
一
郎 　
氏

あ
い 

ざ
わ 

り
ょ
う
い
ち
ろ
う

　
　

▼ 
佐 　
 
藤 　
 
文 　
 
雄 　
氏

さ 

と
う 

ふ
み 

お

　
　

▼ 
横 　
 
山 　
 
萬  
里  
子 　
氏

よ
こ 

や
ま 

ま 

り 

こ

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
の
選
挙

（
請
願
者
）

宮
城
県
商
工
団
体
連
合
会　

婦
人

部
協
議
会

会　

長　
　

池　

原　

亮　

子

　

石
巻
民
主
商
工
会　

婦
人
部

部　

長　
　

菅　

原　

恵
美
子

　

総
務
企
画
委
員
会
の
審
査
お
よ
び

本
会
議
採
決
で
採
択
さ
れ
、
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

【
意
見
書
要
旨
】

　

中
小
業
者
は
、
地
域
経
済
の
担
い

手
と
し
て
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
中
小
業
者
を
支
え
る

家
族
従
業
者
の
自
家
労
賃
は
、
所
得

税
法
第
五
十
六
条
の
「
配
偶
者
と
そ

の
親
族
が
事
業
に
従
事
し
た
と
き
の

対
価
の
支
払
い
は
、
必
要
経
費
に
算

入
し
な
い
。」
と
の
規
定
に
よ
り
、
必

要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

配
偶
者
で
八
十
六
万
円
、
そ
の
他
の

家
族
は
五
十
万
円
と
い
う
わ
ず
か
な

額
が
事
業
主
の
所
得
か
ら
の
控
除
額

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ

り
、
こ
の
控
除
額
が
家
族
従
業
者
の

所
得
と
さ
れ
る
た
め
、
社
会
的
・
経

済
的
な
不
利
益
を
引
き
起
こ
し
自
立

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

税
法
上
は
青
色
申
告
に
す
れ
ば
給

与
を
必
要
経
費
に
認
め
ら
れ
る
が
、

帳
簿
等
の
整
備
と
給
与
を
必
要
経
費

と
認
め
る
こ
と
の
因
果
関
係
は
な
く
、

青
色
申
告
制
度
と
白
色
申
告
制
度
に

差
を
設
け
る
こ
と
自
体
が
矛
盾
し
て

い
る
。

　

派
遣
労
働
者
を
は
じ
め
、
労
働
の

対
価
が
き
ち
ん
と
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
が
、
格
差
社
会
を
生
み
出
し
た
要

因
と
し
て
、
現
在
そ
の
改
善
に
向
け

た
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
と
い
わ
れ

て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
労
働
を
正

当
に
評
価
す
る
こ
と
は
人
権
を
守
る

こ
と
で
あ
り
、
自
営
業
の
家
族
従
業

者
に
と
っ
て
、
自
家
労
賃
を
認
め
て

い
な
い
所
得
税
法
第
五
十
六
条
の
見

直
し
は
、
人
権
の
回
復
と
も
い
え
る

も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
お
よ
び
政
府
に
対
し
、

民
法
・
社
会
保
障
に
も
か
か
わ
る
人

権
問
題
と
し
て
、
憲
法
の
精
神
を
生

か
し
、
所
得
税
法
第
五
十
六
条
を
改

正
し
、
自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と
し

て
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
請
願
者
）

日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会　

セ
ン
タ
ー
事
業
団

　

東
北
事
業
本
部

本
部
長　

杉　

本　

俊　

之

　

産
経
教
育
委
員
会
の
審
査
お
よ
び

本
会
議
採
決
で
採
択
さ
れ
、
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

【
意
見
書
要
旨
】

　

現
在
の
日
本
社
会
は
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」、「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」、

「
偽
装
請
負
（
派
遣
）」
な
ど
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
な
「
働
い
て
も
充
分
な

生
活
が
維
持
で
き
な
い
」「
働
き
た
く

て
も
働
く
場
所
が
な
い
」
と
い
っ
た

困
難
を
抱
え
る
人
々
が
増
大
す
る
な

ど
、
新
た
な
貧
困
と
労
働
の
商
品
化

が
広
が
り
、
社
会
不
安
が
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
域
の
問
題

は
、
み
ず
か
ら
の
地
域
で
解
決
し
よ

う
」
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
様
々
な
非
営
利
団
体
が
、

住
み
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
協
同
労
働
の
協
同
組

合
」
は
、「
働
く
こ
と
」
を
通
じ
て
、

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め
ざ
す
」

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

は
、
働
く
者
が
出
資
し
あ
い
、
全
員

参
加
の
経
営
で
、
仕
事
を
行
う
組
織

で
あ
る
が
、「
自
分
た
ち
の
働
き
方

に
見
合
っ
た
〈
法
人
格
〉
が
ほ
し
い
」、

「〈
労
働
者
〉と
し
て
法
的
保
護
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
的
認
知
を
し

て
ほ
し
い
」
と
法
律
の
整
備
を
求
め

て
き
た
。

　

世
界
の
主
要
国
で
は
、
働
く
仲
間

同
士
が
協
同
し
、
主
体
性
を
高
め
あ

い
、
力
を
発
揮
し
あ
う
新
し
い
働
き

　

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
制

定
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
請
願

　

公
平
委
員
会
委
員
（
三
名
）
の
う

ち
、
一
名
の
方
が
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

【
再
任
】

　
　

▼ 
山 　
 
田 　
 
金 　
 
治 　
氏

や
ま 

だ 

き
ん 

じ

公
平
委
員
会
委
員

人　
事　
案　
件

　

人
権
擁
護
委
員
（
二
十
四
名
）
の

う
ち
、
一
名
の
方
が
辞
職
、
三
名
の

方
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の

方
々
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

　
　

▼ 
田 　
 
中 　
 
憲 　
 
夫 　
氏

た 

な
か 

の
り 

お

　
　

▼�
��　

た
か

 
田 　
 
悦 　
 
子 　
氏

だ 

え
つ 

こ

【
再
任
】

　
　

▼ 
那  
須  
野 　
 
六 　
 
男 　
氏

な 

す 

の 

む
つ 

お

　
　

▼ 
阿 　
 
部 　
　
　

あ 

べ

 
護 　
氏

ま
も
る

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

第
二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
審
議

さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を

必
要
経
費
と
し
て
認
め
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
請
願

請

願

の

審

査

結

果
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方
＝
労
働
者
協
同
組
合
に
つ
い
て
の

法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
会
で
は
百
六
十
名
を
超
え
る
超
党

派
の
議
員
連
盟
が
立
ち
上
が
る
な
ど

法
制
化
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

だ
れ
も
が
「
希
望
と
誇
り
を
持
っ

て
働
く
」、
仕
事
を
通
じ
て
「
安
心
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
」、「
人
と
の
つ
な
が

り
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

る
」 

こ
う
し
た
働
き
方
と
、
こ
れ
に

基
づ
く
協
同
労
働
の
協
同
組
合
は
、

市
民
事
業
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
り
、

働
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と
に
困
難
を

抱
え
る
人
々
自
身
が
、
社
会
連
帯
の

中
で
仕
事
を
お
こ
し
、
社
会
に
参
加

す
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
も
、
社
会

の
実
情
を
踏
ま
え
、
就
労
の
創
出
、

地
域
の
再
生
、
少
子
・
高
齢
社
会
な

ど
に
対
応
す
る
有
力
な
制
度
と
し
て
、

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」
の
速

や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
次
の
意
見
書
が
総

務
企
画
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
要
旨
】

　

基
地
関
係
市
町
村
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
総
務
省
所
管
の
固
定
資
産

税
の
代
替
的
性
格
を
基
本
と
し
た
基

地
交
付
金
（
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
）
及
び
米
軍
資

産
や
住
民
税
の
非
課
税
措
置
等
の
税

財
政
上
の
影
響
を
考
慮
し
た
調
整
交

付
金
（
施
設
等
所
在
市
町
村
調
整
交

付
金
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

自
衛
隊
等
の
行
為
又
は
防
衛
施
設
の

設
置
・
運
用
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の

防
止
・
軽
減
の
た
め
国
の
責
任
に
お

い
て
基
地
周
辺
対
策
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
基
地
所
在
に
よ
る
特
別
な

財
政
需
要
等
に
か
ん
が
み
、
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
の
翌
年
度
に
お
い

て
、
平
成
元
年
度
よ
り
三
年
ご
と
に

増
額
さ
れ
て
き
て
お
り
、
併
せ
て
、

防
衛
省
所
管
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
も
増
額
さ
れ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お

か
れ
て
は
、
基
地
関
係
市
町
村
の
実

情
に
配
慮
し
て
基
地
交
付
金
及
び
調

整
交
付
金
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
度
に
あ

た
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
三
年
ご
と
に

増
額
さ
れ
て
い
る
経
緯
を
十
分
に
踏

ま
え
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お

い
て
増
額
す
る
と
と
も
に
、
基
地
交

付
金
の
対
象
資
産
を
拡
大
す
る
こ
と
。

ま
た
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要

額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業

の
補
助
対
象
施
設
及
び
範
囲
を
拡
大

す
る
こ
と
。
特
に
、
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成

二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

意　

見　

書

　

基
地
対
策
予
算
の
増
額
等

を
求
め
る
意
見
書

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
議
員
の
寄
附
行
為

や
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

五
月
二
十
七
日
、
東
京
都
日
比
谷

公
会
堂
に
お
い
て
、
第
八
十
五
回
全

国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
、
石
巻
市
議
会
で
は
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

◎
一
般
表
彰

（
市
議
会
議
員
在
職
十
五
年
以
上
）

　
　

黒
澤　

和
雄　

副
議
長

　
　

阿
部　

純
孝　

議
員

（
市
議
会
議
員
在
職
十
年
以
上
）

　
　

阿
部　

仁
州　

議
長

　
　

大
槻　

幹
夫　

前
副
議
長

◎
感
謝
状

（
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
と
し
て
）

　
　

�
橋　

誠
志　

前
議
長

　
　

阿
部　

仁
州　

議
長

表　
　

彰

　

第
二
回
定
例
会
本
会
議
開
会
日
の

六
月
五
日
、
議
場
を
開
放
し
て
恒
例

と
な
っ
た
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
�
潮
の
香
り
の
コ
ン
サ
ー

ト
�
と
銘
打
ち
、
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

バ
ン
ド 
「
ザ
・
テ
ィ
ッ
プ
ス
」
に
よ

る
「
白
い
色
は
恋
人
の
色
」、「
愛
の

奇
跡
」
な
ど
四
曲
が
披
露
さ
れ
、
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
が
、
来
場
さ
れ
た

約
百
名
の
観
客
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

　

議
会
で
は
、
今
後
も
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
御
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

議場コンサート

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

議議議議議議議議議議議議
場場場場場場場場場場場場
ココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンン
ササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトト

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム ペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ市議会ホームページ

　市議会では、ホームページを開設しています。定例会の日程や一般質問発言通告書

など数々の情報を提供しているほか、定例会等の会議録も検索できます。ぜひご覧く

ださい。

http://www.city.ishinomaki.lg.jp/gikai/gikai.jsp
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第
二
回
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、

六
月
十
六
日
、
十
七
日
、
十
八
日
、

十
九
日
お
よ
び
二
十
二
日
の
五
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

亀
山
新
市
長
就
任
後
初
と
な
る

今
期
定
例
会
に
は
、
一
般
質
問
に

二
十
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
長

を
中
心
に
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て

市
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質

問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市政に対して
おたずねします

一　　　般　　　質　　　問

　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
の

決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
市
民
が
自
ら
の
暮
ら
し
の

満
足
度
を
高
め
て
い
く
主
体
と
な
り
、

行
政
と
協
働
し
て
市
の
未
来
を
創
り

だ
す
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

私
は
、
市
民
参
加
型
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
ほ
っ

と
す
る
市
民
の
た
め
の
や
さ
し
い
市

政
」、「
こ
の
ま
ち
大
好
き
人
間
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」、「
太
陽
の
ま
ち
、

自
然
を
活
か
し
た
産
業
づ
く
り
」、

「
い
の
ち
の
大
切
さ
最
優
先
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
、
四
つ
の
基
本
政
策
を

柱
に
、「
市
民
の
た
め
の　

市
民
に

よ
る　

新
し
い
石
巻
」
を
創
る
た
め
、

市
民
、
議
会
、
そ
し
て
職
員
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
活
発
な
議
論
を
行

い
、
諸
政
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」へ

の
認
識
と
発
生
し
た
場
合
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
の
対
応
と
し
て
、
健
康
推

進
課
に
相
談
窓
口
と
「
石
巻
市

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
現
在
、
県
内
及
び
市
内

発
生
時
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
国
際

交
流
事
業
、
各
種
施
設
の
閉
鎖
、
学

校
・
保
育
所
の
臨
時
休
業
の
取
り
扱

い
等
、
各
部
局
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。

　

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

対
策
本
部
に
お
い
て
、「
石
巻
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
」
を
策
定
中
で
あ
り
、
行
動
計
画

策
定
後
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

「
こ
の
ま
ち
大
好
き
人
間
」を

育
む
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
空
き
店
舗
等
を
活
用

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る「
ま
ち
な
か
実
験
室
」

や
「
ま
ち
な
か
科
学
館
」
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
こ
の
ま
ち
大
好
き
人
間
」
を
育
む

環
境
を
整
え
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
石
巻
専
修
大
学
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
で
市
民
と

学
生
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
所
と

し
て
、
大
学
の
授
業
や
講
座
を
受
講

で
き
る
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設

け
、
若
者
が
集
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
長
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
伺
う
。

　

地
域
農
業
を
支
え
て
い
く
担

い
手
の
確
保
と
育
成
を
図
る
た

め
、
国
の
支
援
策
を
最
大
限
に
活
用

し
、
担
い
手
に
対
す
る
総
合
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
、

県
の
担
い
手
基
金
を
活
用
し
た
奨
学

金
貸
付
や
先
進
地
農
家
で
の
研
修
に

必
要
な
資
金
の
貸
付
、
就
農
開
始
に

当
た
っ
て
の
設
備
資
金
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度

策
定
す
る
農
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

農
業
関
係
団
体
な
ど
と
一
体
と
な
っ

た
施
策
を
展
開
し
、
今
後
の
農
業
振

興
の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

前
市
長
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
券

の
不
適
切
な
使
用
等
の
問
題
を

受
け
、
正
し
い
運
用
と
新
し
い
執
行

基
準
作
り
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答 問

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
対
応
に
つ
い
て

答 問

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

答 問

タ
ク
シ
ー
券
や
市
長
交
際

費
に
つ
い
て

問

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

答

問

病院待合室

今後の農業振興は
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タ
ク
シ
ー
券
や
市
長
交
際
費

の
支
出
に
当
た
っ
て
は
、
公
務

性
の
判
断
や
支
出
の
根
拠
、
金
額
や

事
務
処
理
手
順
の
明
確
化
な
ど
、
市

民
か
ら
疑
念
を
抱
か
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
適
正
な
執
行
基
準
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
基
準
の
原
案
が
ま
と
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
証
を
行
い
速

や
か
に
施
行
で
き
る
よ
う
事
務
手
続

き
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
対

す
る
市
職
員
の
意
識
改
革
に
つ

い
て
ど
う
捉
え
、
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

職
員
が
、
前
例
踏
襲
的
な
行

政
主
導
の
進
め
方
や
、
考
え
方

か
ら
脱
却
し
、
市
民
と
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
協
働
に
対
す
る

姿
勢
や
必
要
な
知
識
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
る「
市
長
と
の
懇
談
会
」

や
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
共
通
の

理
解
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
の
育
成

と
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

農
業
振
興
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
推
進
目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

　

農
業
振
興
計
画
は
、
石
巻
市

農
業
振
興
協
議
会
を
構
成
す
る

関
係
者
で
、
他
の
関
連
施
策
等
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
協
議
・
検
討

を
重
ね
、
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
目
標
を
掲
げ
て
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
計
画
の
推
進
力
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

推
進
目
標
に
つ
い
て
も
、
計
画
策
定

の
過
程
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

「
定
住
自
立
圏
構
想
」を
活
用

す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　

国
が
推
進
す
る
「
定
住
自
立

圏
構
想
」
は
、
中
心
と
な
る
市

と
周
辺
市
町
と
の
役
割
分
担
の
も
と

に
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
全
国
の
先
行
事
例
な
ど

を
調
査
し
、
本
市
及
び
周
辺
市
町
に

と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
相
互
連
携
と

役
割
分
担
が
望
ま
し
い
の
か
、
ま
た
、

国
の
支
援
制
度
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
を
活
か
し
た
連
携
の
可
能
性
な

ど
、
構
想
の
実
現
に
向
け
て
庁
内
及

び
隣
接
市
町
と
積
極
的
に
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

石
巻
市
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度
か
ら
子
宮
が
ん
検

診
及
び
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

通
常
の
実
施
期
間
の
ほ
か
、
新
た
に

補
足
期
間
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
受

診
機
会
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
支
所
地
区
に
お
い
て

集
団
検
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
本
庁
地
区
で
の
個
別

検
診
が
受
診
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

お
り
、
さ
ら
に
新
た
な
試
み
と
し
て
、

乳
幼
児
健
診
受
診
時
の
母
親
に
対
し
、

子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
実
施

し
て
い
る
。

 

　

ト
イ
レ
や
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
、
市
を
代
表
す
る

観
光
地
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

園
内
に
は
ベ
ン
チ
や
あ
ず
ま

や
、
散
策
路
な
ど
を
配
置
し
て

い
る
ほ
か
、
公
園
西
側
の
区
域
に
は
、

車
椅
子
対
応
の
園
路
と
駐
車
場
及
び

ト
イ
レ
を
設
置
し
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
く
安
全
で
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
丘
陵
地
の
地
形
を
生
か
し

た
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
樹
木
や
照

明
灯
な
ど
の
施
設
配
置
の
工
夫
等
を

行
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者
や
身
障
者

の
方
々
に
は
、
御
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
景
観
に
配
慮

し
な
が
ら
可
能
な
箇
所
か
ら
改
善
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

答

産
業
振
興
に
つ
い
て

答 問

答 問

女
性
の
が
ん
検
診
の

推
進
に
つ
い
て

答 問

日
和
山
公
園
の

整
備
に
つ
い
て

答 問

職
員
の
意
識
改
革
と

市
政
運
営
に
つ
い
て

答 問

日和山公園

「
定
住
自
立
圏
構
想
」

に
つ
い
て

市長就任あいさつより

今後の定住促進策は
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「
情
報
公
開
日
本
一
」を
目
指

す
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
政
治
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
議
議
事
録

を
要
点
筆
記
か
ら
全
文
筆
記
に
改
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

　

庁
議
議
事
録
に
つ
い
て
は
、

庁
議
に
お
け
る
活
発
な
議
論
と

議
事
録
作
成
に
係
る
事
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
昨
年
、
庁
議
規
程
の

一
部
を
改
正
し
、
庁
議
議
事
録
を
全

文
筆
記
方
式
か
ら
要
点
筆
記
方
式
へ

改
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
の
要
点
筆
記
方
式
に
お
い
て

も
、
庁
議
で
決
定
さ
れ
た
事
項
や
結

論
を
漏
れ
な
く
記
録
す
る
と
と
も
に
、

決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
、

質
疑
応
答
と
意
見
等
に
分
け
て
記
録

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
文
筆
記
に

近
い
形
で
作
成
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

 

　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
揚
げ

た
、
総
合
支
所
へ
の
予
算
配
分

に
よ
る
新
し
い
地
域
住
民
自
治
シ
ス

テ
ム
の
を
構
築
に
つ
い
て
、
そ
の
具

体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　

総
合
支
所
は
、
地
域
振
興
の

拠
点
で
あ
り
、
地
域
の
利
便
性

と
同
時
に
、
地
域
力
を
高
め
る
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た

予
算
で
地
域
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
ま
ず
、
本
庁
と
総
合
支
所
間
の

意
思
疎
通
の
迅
速
化
な
ど
組
織
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
多
様
な
人
が
集
ま
り
身
近

な
地
域
の
課
題
を
自
ら
検
討
・
解
決

す
る
組
織
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

地
域
力
向
上
を
図
る
刺
激
策
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
づ
く
り
基
金
を
含
め

た
一
定
の
予
算
配
分
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

市
独
自
の
Ｆ
Ｃ
設
置
の
考
え

を
伺
う
。

　

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど

の
撮
影
地
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
知
名
度
を
飛
躍
的
に
向

上
さ
せ
、
経
済
効
果
と
雇
用
の
創
出

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地

域
文
化
の
振
興
に
も
繋
が
る
効
果
的

な
観
光
宣
伝
の
機
能
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
市
の
情
報
発

信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
独
自
の
Ｆ
Ｃ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、「
仙
台
・
宮
城
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
情
報
デ
ー
タ
の
拡
充
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
宣
伝
を
行

う
な
ど
、
積
極
的
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

候
補
地
と
し
て
の
情
報
提
供
や
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
市

民
の
視
点
で
見
直
し
た
と
い
わ

れ
る
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
庁
舎
と
な
る
場
所
は
、
石

巻
駅
前
の
公
共
交
通
機
関
の
要

衝
で
あ
り
、
様
々
な
人
が
集
ま
り
や

す
い
場
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
市
民
交
流
の
場
」
と
し
て
正
に
最

適
な
場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
へ
の
果
た
す

貢
献
度
も
高
く
、
そ
の
役
割
と
特
性

を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

新
庁
舎
が
将
来
に
わ
た
り
、
市
民

に
と
っ
て
、
よ
り
利
便
性
の
よ
い
庁

舎
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
学
力
向
上
対
策
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
年
度
、
教
員
の
教
科
指
導

力
の
向
上
、
児
童
生
徒
の
学
習

習
慣
の
形
成
、
小
・
中
連
携
に
よ
る

教
育
の
充
実
等
を
目
的
と
し
て
、「
石

巻
の
学
び
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
校

長
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
学
校
の

創
意
を
生
か
し
た
具
体
的
な
学
力
向

上
策
を
指
導
・
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、

市
全
体
の
取
組
み
の
成
果
な
ど
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

無
人
化
と
な
っ
た
「
北
上
川

運
河
交
流
館
」
の
来
館
者
へ
の

対
応
や
防
犯
上
か
ら
有
人
化
へ
の
再
検

討
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

「
北
上
川
運
河
交
流
館
」
は
、

国
土
交
通
省
北
上
川
下
流
河
川

事
務
所
が
管
理
す
る
施
設
で
あ
る
。

　

無
人
化
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

同
事
務
所
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

国
土
交
通
省
全
体
の
広
報
・
啓
発
事

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

答 問

総
合
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答 問

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

答 問

市
長
の
基
本
政
策
に
つ
い
て

答 問小
中
学
校
の

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

答

情報公開日本一を目指して

総合支所のあり方は（桃生総合支所）

※
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｆ
Ｃ
）

と
は
、
映
画
等
の
撮
影
場
所
誘
致

や
撮
影
支
援
を
す
る
公
的
機
関
で

あ
る
。
地
方
公
共
団
体
か
、
観
光

協
会
の
一
部
署
が
事
務
局
を
担
当

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

問

新市役所庁舎

北
上
川
運
河
交
流
館
に
つ
い
て

答 問
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業
の
見
直
し
の
結
果
、
今
年
度
か
ら

無
人
化
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
が
利
活
用

し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
今
後
も
北

上
川
下
流
河
川
事
務
所
に
対
し
、
有

人
化
に
向
け
市
民
の
声
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

物
流
、
交
通
網
、
災
害
時
等

の
有
効
利
用
を
考
え
る
と
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
へ
の
乗
り
入
れ
は
不

可
欠
で
あ
り
、
早
急
に
、
国
、
県
へ

の
働
き
か
け
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
へ
の
直

接
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
南

境
地
区
の
石
巻
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
タ
ウ
ン
、
総
合
運
動
公
園
、
石
巻

専
修
大
学
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上

す
る
ほ
か
、
市
東
部
地
区
・
半
島
方

面
の
産
業
活
動
や
観
光
面
に
お
い
て

も
利
便
性
が
大
き
く
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
整
備
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
三
陸
縦
貫
自
動

車
道
へ
の
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
や
国
道
3
9
8
号（
仮
称
）

石
巻
北
部
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
な
ど
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
な

ど
関
係
機
関
に
対
し
て
積
極
的
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
市
二
代
目
市
長
と
し
て
の

公
約
実
現
に
邁
進
す
る
決
意
に

つ
い
て
伺
う
。

　

私
が
今
後
の
市
政
を
運
営
す

る
う
え
で
基
本
と
す
る
こ
と
は
、

政
治
家
は
「
こ
と
ば
」
が
命
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

自
分
の
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
責
任

を
持
ち
、
生
活
者
の
視
点
で
丁
寧
に

市
民
と
会
話
す
る
こ
と
、
市
民
の
た

め
に
議
会
と
十
分
に
議
論
す
る
こ
と

が
、
行
政
の
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
て

い
る
姿
勢
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

行
政
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
公
平
か
つ
公
正
、
そ
し

て
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
市
政
運
営

を
行
う
決
意
で
あ
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た
施
策
の
実
現
の
た
め
、

私
自
身
の
全
て
の
情
熱
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
今
後
の
市
政
運
営
に
傾
注
し

て
い
き
た
い
。

　

交
渉
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
の

問
題
へ
の
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

漁
港
管
理
者
で
あ
る
県
で
は
、

所
有
者
に
対
し
個
別
訪
問
等
に

よ
り
撤
去
を
促
し
て
お
り
、
来
年
度

に
お
い
て
は
一
隻
分
の
撤
去
費
用
の

予
算
化
を
予
定
し
て
い
る
な
ど
、
今

後
と
も
撤
去
に
向
け
努
力
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
は
景
観

を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
津
波
発
生

時
な
ど
に
沈
廃
船
が
流
出
し
、
被
害

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
早
期
に
撤
去
さ
れ
る

よ
う
、
県
に
対
し
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　

「
市
民
参
加
型
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

上
で
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限

か
つ
効
率
よ
く
運
用
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政

内
部
の
み
の
取
り
組
み
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
市
民
が
市
政

に
参
画
で
き
る
機
会
を
増
や
す
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や

提
案
を
多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
積
極
的

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑨

答 問

旧
魚
市
場
の

沈
廃
船
問
題
に
つ
い
て

答 問

北上川運河交流館

国
道
3
9
8
号（
仮
称
）石
巻
北

部
バ
イ
パ
ス
の
三
陸
縦
貫
自
動

車
道
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

答 問

行
財
政
改
革
と

市
政
運
営
に
つ
い
て

問答

工事が進む（仮称）石巻北部バイパス

旧魚市場前の廃船

　

次
の
定
例
会
は
九
月
三
日
か

ら
九
月
二
十
五
日
ま
で
の
予
定

で
す
。

　

本
会
議
の
開
会
時
刻
は
原
則

午
後
一
時
で
す
が
、
議
会
運
営

上
開
会
時
刻
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

第
二
回
定
例
会

傍
聴
人
数

226
人
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正
予
算
・
石
巻
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
ニ
号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
老
人
保

健
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

▼
監
査
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
識

見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任

す
る
者
）

▼
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
平
成
二
十
一
年
度
石
巻
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
員
研
修
会

　

本
市
と
東
松
島
市
の
共
催
に
よ
る

定
住
自
立
圏
構
想
に
関
す
る
勉
強
会

が
、
六
月
二
十
五
日
に
河
北
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
両
市
の
議
会

議
員
及
び
市
職
員
並
び
に
女
川
町
職

員
な
ど
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
総
務
省
地
域
力
創
造

グ
ル
ー
プ
地
域
自
立
応
援
課
課
長
補

佐
黒
野
嘉
之
氏
を
講
師
に
招
き
、　

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
地
方
圏
に
お
い
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
各
地
に
形

成
し
、
地
方
圏
か
ら
三
大
都
市
圏

へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
と

と
も
に
、
地
方
圏
へ
の
人
の
流
れ

を
創
出
す
る
た
め
に
全
国
的
な
見

地
か
ら
推
進
し
て
い
く
施
策
で
す
。 合同勉強会

議案等に対する各議員の賛否

平
成
二
十
一
年
度
石
巻

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）氏  名

議
席
番
号

×今村　正誼1

○黒須　光男2

－阿部　仁州3

×�橋　左文4

×阿部　純孝5

○青山　久栄6

○大森　秀一7

○�橋　栄一8

○近藤　　孝9

×阿部　久一10

×阿部欽一郎11

×松川　惠一12

○菅野　昭雄13

○堀川　禎則14

○渡辺　拓朗15

×丹野　　清16

×千田　直人17

○阿部　和芳18

○阿部　政昭19

○三浦　一敏20

○水澤冨士江21

×安倍　太郎22

×石森　市雄23

○�橋　健治24

○黒澤　和雄25

○伊藤　啓二26

○櫻田　誠子27

×長倉　利一28

×森山　行輝29

○後藤　兼位30

○西條　正昭31

○大槻　幹夫32

○�橋　誠志33

○庄司　慈明34

21賛　　　成

12反　　　対

 0棄　　　権

※○：賛成、×：反対、△：棄権
※阿部仁州議員は議長であるため
採決には加わりません。 

人　
事　
案　
件

　

監
査
委
員
（
三
名
）
の
う
ち
、
二

名
の
方
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

次
の
方
々
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

　
　

▼ 
柴 　
 
山 　
 
耕 　
 
一 　
氏

し
ば 

や
ま 

こ
う 

い
ち

【
再
任
】

　
　

▼ 
矢 　
 
川 　
 
昌 　

や 

が
わ 

ま
さ

 
宏 　
氏

ひ
ろ

監

査

委

員

第
三
回
臨
時
会

に
提
出
さ
れ
た

議　
案　
と　
結　
果

〔
原
案
可
決
〕

▼
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
石

巻
市
立
高
等
学
校
の
教
育
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
石

巻
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）（
石
巻
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
石

巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平

成
二
十
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補

　

教
育
委
員
会
委
員
（
五
名
）
の
う

ち
、
二
名
の
方
が
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
次
の
方
々
を
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

　
　

▼ 
津 　
 
嶋 　

ユ　

ウ　
氏

つ 

し
ま

【
再
任
】

　
　

▼ 
阿 　
 
部 　
 
盛 　
 
男 　
氏

あ 

べ 

も
り 

お

教
育
委
員
会
委
員

第
三
回
臨
時
会

第
三
回
臨
時
会

　

第
三
回
臨
時
会
が
五
月
二
十

五
日
に
開
か
れ
、
市
長
提
出
議

案
十
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
新
庁
舎
建
設
改
修
工

事
設
計
見
直
し
に
係
る
関
連
予

算
で
あ
る
平
成
二
十
一
年
度
石

巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
に
つ
い
て
は
、
審
査
方

付
託
さ
れ
た
総
務
企
画
委
員
会

で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
本
会
議

に
お
い
て
も
起
立
採
決
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
議
員
の
賛
否
は
表

の
と
お
り
で
す
。
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　ままままままままちちちちちちちちづづづづづづづづくくくくくくくくりりりりりりりり活活活活活活活活性性性性性性性性化化化化化化化化検検検検検検検検討討討討討討討討特特特特特特特特別別別別別別別別委委委委委委委委員員員員員員員員会会会会会会会会まちづくり活性化検討特別委員会　
【期　間】　５月12日～５月15日

【視察地および視察項目】

京都府舞鶴市

　●まちづくり交付金を活用したまちづくりについて

福井県越前市

　●住みよい街づくり推進条例について

　●中心市街地活性化基本計画について

富山県高岡市

　●中心市街地活性化とまちづくりのビジョンについて

【視察概要】

　舞鶴市では「まちづくり交付金を活用したまちづくり」

について視察。同市の特徴は、旧法に基づく中心市街地

活性化基本計画を基調にまちづくりを進め、２つの地域

『東地区（旧東舞鶴市）・西地区（旧舞鶴市）』をエリア

に指定したこと。まちづくり交付金は中心市街地活性化

のために使途を限定し、赤煉瓦倉庫等の歴史的建造物を

生かしながら、ハード事業とソフト事業をうまく組み合

わせ進めていた。

　越前市では、「住みよい街づくり推進条例」について視

察。この条例は、市及び市民の責務を明らかにし、街づ

くりに関する施策の基本となる事項を地域住民が自ら定

め、市民との協働による街づくりを総合的かつ計画的に

推進し、住みよい街の実現を目指している。これまで

トップダウンにより決定されていた施策を、自分たちの

地域は自分たちで守るという視点から地域コミュニティ

づくりを推進し、住民参加型の行政を目指していた。

　「中心市街地活性化基本計画」については、越前市及び

高岡市を視察した。両市ともに計画着手から約２年後の

平成19年11月に内閣府の認定を受けており、緊張感と

スピード感をもって対応してきたことがわかる。また、

認定から３年目を迎え、目標数値の実績では、少子化等

の影響もあり、まちなか居住人口等について、計画どお

りに進んでいない状況もある。

　中心市街地活性化は一朝一夕に進むものではなく、市

民、商業者、市、そして議会が一体となり今後も進めて

いきたい。

舞鶴市にて

市市市市市市市市立立立立立立立立病病病病病病病病院院院院院院院院健健健健健健健健全全全全全全全全経経経経経経経経営営営営営営営営検検検検検検検検討討討討討討討討特特特特特特特特別別別別別別別別委委委委委委委委員員員員員員員員会会会会会会会会　市立病院健全経営検討特別委員会　
【期　間】　５月19日～５月22日

【視察地および視察項目】

京都府綾部市

　●綾部市立病院の健全経営について

滋賀県高島市

　●公立高島総合病院の医師、看護師不足解消について

【視察概要】

　綾部市では、綾部市立病院の健全経営について視察。

当病院は、平成２年に開院し、３年目から黒字経営とな

り、平成20年度も、17年連続の黒字決算の見込みとなる

など、自治体病院の経営が厳しさを増すなか、健全経営

を維持し続けている。その背景にはスタッフらのマンパ

ワーによるところが大きく、外科系の医師などは、大都

市病院に劣らない医療設備の中で、急性期の患者に対応

するなど、質の高い医療を提供している。産婦人科も好

調で、綾部市の出生数を大幅に上回る400超の出産があ

り、里帰りだけでなく、市外からも妊婦がやってくると

いう盛況ぶりである。

　病院の運営は、開院当初から財団法人綾部市医療公社

（理事長：綾部市長）が担っており、条例などに縛られ

ず弾力的な運営が可能であるほか、府内の公立病院では

珍しい土曜日の外来診療も行っている。また、医師のモ

チベーションの確保や研修体制の充実、高度医療設備の

導入、院内保育施設の設置等、経営側の努力も顕著で

あった。今後の課題は医師の確保であり、地方に医師が

来るような研修医制度の向上が大切とのことであった。

　高島市では、公立高島総合病院の医師、看護師不足解

消について視察。40歳未満の看護師等に就業支度金を

貸与するなどの積極的な制度を導入しているが、新たに

医師を加え、看護師の対象年齢をこれまでよりも５歳引

き上げて４５歳以下とした。支度金の上限は医師500万円、

助産師100万円、勤務経験のない看護師100万円、経験

がある看護師50万円。いずれも無利子で貸与し、３年以

上の勤務で返還を免除としている。また、大都市圏病院

から看護部長を登用し、やりがいのある職場づくりのた

め、看護師の意識改革・活動改革を推進しているところ

である。

　公立病院健全経営への道は、経営側の努力・リーダー

シップ、スタッフの意識改革が必要不可欠であり、今後

も市、議会と一体となり研究・検討していきたい。

公立高島総合病院にて

特別委員会の行政視察 　平成２１年度、これまでに２特別
委員会の行政視察が行われました。
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《石巻市議会事務局》

〒986‐8501　
石巻市日和が丘一丁目１番１号

電　話　95ー 1111（代表）

ＦＡＸ　96ー 2274

メール
assesc@city. ishinomaki. lg.jp
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５月
　１２日　まちづくり活性化検討特別委員会行政視察

（～１５日）

　１４日　全国市議会議長会特定第三種漁港協議会役員

会・総会（鳥取県境港市）

　１８日　議会運営委員会

　１９日　市立病院健全経営検討特別委員会行政視察

（～２２日）

　　　　行政視察来局（群馬県渋川市議会）

　２０日　行政視察来局（秋田県北秋田市議会）

　２１日　宮城県市議会議長会会議（仙台市）

　２６日　行政視察来局（徳島県阿南市議会）

　２７日　全国市議会議長会定期総会（東京都）

６月
　２日　議会運営委員会

　５日　市議会第２回定例会開会（～２２日）

　　　　第６回議場コンサート

　８日　総合防災対策特別委員会

　１５日　市立病院健全経営検討特別委員会

　１６日　まちづくり活性化検討特別委員会

　２３日　環境福祉委員会現地調査

　２５日　議員研修会（定住自立圏構想に関する勉強会）

７月
　２日　行政視察来局（東京都西東京市議会）

　６日　市と議会の合同による中央要望（～７日）

　７日　行政視察来局（滋賀県彦根市議会）

　８日　議会運営委員会行政視察（～１０日）

　９日　行政視察来局（愛知県春日井市議会）

　　　　行政視察来局（長崎県大村市議会）

　１３日　行政視察来局（埼玉県上尾市議会）

　１７日　全国水産都市三団体連絡協議会総会（東京都）

　２２日　総務企画委員会行政視察（～２４日）

　　　　環境福祉委員会行政視察（～２４日）

　　　　建設委員会行政視察（～２４日）

　　　　産経教育委員会行政視察（～２４日）

　３０日　全国市議会議長会地方行政委員会（東京都）
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政
務
調
査
費
執
行
状
況

（単位：円）

無会派
（阿部仁州議員）

無会派
（黒須光男議員）

みらい石巻
日本共産党
議員団

公明会新世紀クラブニュー石巻
グローバル
石巻

会　派　名

１人１人５人３人３人４人６人10人人　 数

360,000360,0001,800,0001,080,0001,080,0001,440,0002,160,0003,600,000交 付 額

2771,5589407631,2721,6102,555雑　 入

360,277360,0001,801,5581,080,9401,080,7631,441,2722,161,6103,602,555収 入 計

360,690研 究 費

支　
出　
項　
目

260,9261,267,996509,464796,0541,099,1381,997,5832,677,207調 査 費

12,02258,00051,530164,086176,280資 料 費

339,597広聴広報費

360,000人 件 費

その他経費

272,948360,0001,686,686900,591960,1401,099,1381,997,5832,853,487支 出 計

87,3290114,872180,349120,623342,134164,027749,068差 引 残 額

※�橋左文議員（無会派）は、政務調査費の交付申請をしていません。
※差引残額は平成21年３月31日に市に対して返還済です。


